




















































































































































































考察-｣ 〔｢永長の大田楽の動向　日本中世天皇の権威についての一考察｣ (『ヒストリア』206号､ 2007年
9月掲載予定)を改題し､加筆〕である｡嘉保3 (1096)年夏に発生した所謂永長の大田楽の顛末を追い､
天皇が二十二社に把られた神々に対して責任を負う存在であるとの認識が平安京住民の間で共有されて
いたことがこの騒動の動向を規定する要素の一つになったことを論じた｡
第四章｢｢神国｣の形成｣は､第三章の続編とでも言うべきものである｡中世において上記の認識が平
安京住民を越える不特定多数の人々､現在の日本国国民と比肩しうる程に広範囲の人々に共有された可
能性について論じた. 2度の蒙古襲来とその直後に実施された神領興行によってそれが一応現実になっ
たことを被差別民に対する認識の変化を踏まえて指摘した｡被差別民-マイノリティをマジョリティの
動向という視座から捉える試みは､史料的制約が非常に大きい中世の被差別民研究を進める手段として
有効であると考えている｡
第二部は､死や出産などの事象に桟という負の価値が付与される裏に存在していたはずの秩序意識を
扱っている｡
第五章｢｢従産横内迎取養育｣考｣ 〔｢｢従産横内迎取養育｣考　中世の積観の一側面｣ (『年報中世史研究』
30号､ 2005年所収)を改題し､加筆〕では､ 1通の譲状に記された文言を手掛りにその秩序意識の具体的
な中身を考察する｡ 7世紀以降緩やかに進行した浄土教信仰の発達に伴って生まれた新たな死生観に注
目した｡生前の世界並びに死後の世界は現世とは異質な理想世界-他界であり､誕生直後の新生児と死
後間もない死者とは異質な2つの世界の狭間にあるいわば中途半端な存在である｡少なくとも中世前期
の稜観念が反映していた死生観とは斯様なものであったと考える｡つまり､浄土教信仰の発達に合わせ
て他界との対比で感知されるようになった現世意識こそ死や出産に横という負の価値を付与する裏に
あった秩序意識だったのである｡死積の発生源は死者であり､産積のそれは新生児であった｡
第六章｢触積の社会的意義について｣は､ 11世紀後半から12世紀に始まる自発的に触積する行為に注
目する｡この行為は第五章で見た他界との狭間にいる中途半端な存在を現世に迎え入れるないし現世か
ら送り出す作法であり､それが一般化する過程は家父長制的イエの形成過程と重なっている｡自発的に
触穣すべき人々とは､イエの経営を側面から支える双系的な親族集団｢一家｣の構成員であった｡他界と
の狭間にある異質な存在を前にした現世という秩序の動向を描き出すこと､そして新たな社会集団の形
成過程が現世に生きる人々の間での他界との関わり方が整理される過程と重なる様､換言すれば現世の
中で他界との交わりを担う新たな秩序が作り出される様を描き出すことを志向した論文である｡
▼今後の課題
穣観念を分析概念に用いて日本中世社会を分析する手法で展開できる議論の基本的な枠組みを再構築
すること｡冒頭で確認したように､本稿はそれを目的とする｡結果として見えてきたのは､大まかに言
えば二十二社に紀られた神々との交感を通して権威付けられるいわば神慮に拠って立つ統治者としての
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天皇の姿であり､浄土教信仰の発達に伴って現世とは異質な別世界として確立した他界に対する豊かな
想像力を備えた社会の様子であった｡
本稿が今後に残した課題は､如上の特質を備えた社会が何時まで存続するのかという問題の解明であ
る｡つまり､時期区分の問題である｡現段階での見通しを述べるなら､おそらく南北朝期を境に新たな
局面を迎えるのではないかと考えている｡その時期が物理的､経済的理由で朝廷(天皇)と二十二社との
やり取りが疎かになり始める時期であ7) ､なおかつ社会に現実的な思考が蔓延して神仏の世界や他界と
いった観念上の世界の影響力が失われ始める時期とされているからである｡この見通しが正しければ､
本稿が｢中世｣を表題に掲げながら考察しえた範囲は､一般に中世前期と呼ばれる時期に留まっていると
言わざるをえない｡
管見の限り室町期の積観念についての研究はほとんど行なわれていないから､まずは南北朝期以降の
史料に即して当該期の状況を確認し､その後に変化の過程を跡付けるという手続きを-から踏まねばな
らないであろう｡ただ､幸いなことに最近近世の稼観念についての研究が活発に行なわれており､中世
前期と近世との間で何が連続しそいて､何がしていないかについての私なりの見通しが既にある｡分析
視角としてそれを生かしつつ､史料に向かう所から再び始めたいと思う｡
論文審査結果の要旨
本論文は､積を分析概念としながら､日本中世社会の秩序意識を明らかにしようとしたものである｡
序章では､穣観念を定義し､論者の立脚点を明らかにする｡
第1章｢税と天皇､神｣では､ 9世紀以降､清浄であるべき神､それを汚す積､神を積から守る責任を負っ
た天皇という関係が秩序意識の基本となったことを明らかにする｡
第2章｢棟と神社｣では､天皇が神々に対して責任を果たす仕組みについて検討を加え､神祇官･陰陽
寮､検非違使､二十二社､非人の役割を解明する｡
第3章｢永長の大田楽の動向｣では､ 1096年に発生した大田楽の経過を詳細に追跡することで､天皇が
神に対して責任を果たす仕組みを平安京及びその周辺住人が認識していく過程を明らかにする｡
第4章｢『神国』の形成｣では､上述の秩序意識を中世日本国の住民が広く認知することになる契機や
条件について考察する｡また､その過程で発生した差別観念にも論及する｡
第5章叩従産棟内迎取養育』考｣では､産穣･死積を忌む期間中､浄土教的世界観に基づき､新生児･
死者が他界と現世の狭間に位置すると認識されていたことを主張する0
第6章｢触横の社会的意義について｣では､ 11世紀後半～ 12世紀の貴族層において､産積･死棟に自
発的に触れるという行為が見られることに着目し､そのような現象が家父長制的イエの形成と密接にか
かわっていたことを主張する｡
終章では､今後の課題を明確にする｡
穣観念は､ 1970年代後半以降､今日にいたるまで日本中世史研究における鍵概念であり続け､中世社
会の見方に大きな規定性をもってきた｡本論文がかかる対象に果敢に挑み､オリジナルな成果を挙げて
いることは高く評価される｡しかも､単に既往の研究の発展･深化をはかるというのではなく､その枠
組み自体に対して根本的な見直しを迫っていることの意味は大きい｡よって､本論文提出者は､博士(文
学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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